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Abstract This paper introduces about Web Database System. The imaportant thing
about database system is that they are open and public. But database system like ”stand
alone” is not enough for data sharing. It is important to fuse database and internet. Our
purpose is to fuse database and interenet , and to find user friendly expression that use
graph．

1 はじめに

インターネットの普及により，情報の共有・公開が進

められている．その過程で，データベースは非常に重要

となっている．しかし，スタンドアローンのデータベー

スシステムでは完璧な共有や公開はできない．そこで

データを共有・検索するために， データベースをイン

ターネット上で使用できることが重要となる．さらに，

表示の際は検索された結果の数字や文字の羅列だけでは

なく，グラフ化するなど視覚的にも理解しやすいデータ

ベースシステムが必要となってくる．

2 Web Databaseの有効性

データベースをスタンドアローンではなく，インター

ネット上から利用することはさまざまな利点がある．主

な利点として以下の 2点があげられる．

• 様々な所からアクセスできる
インターネット特有の特徴であるネットワークを

使用することにより，データの格納場所を問わず

に検索，表示することができる．従って，世界中

のどこからでもデータを得ることが可能となる．

• OSとソフトを問わない

ホームページ上からデータを検索・表示できるた

め，ブラウザがあれば OSやソフトといった使用
環境を問わない．これは，様々なコンピュータを

使用する際に大変有効である．

3 Web Databaseの仕組み

Web Databaseは図１のような仕組みになっている．
以下にそれぞれの動作について説明する．

図 1: Web Databaseの仕組み

1.クライアントからWebサーバへ．

クライアントは検索用のホームページからフォーム

を使ってデータの検索，表示の希望を出す．

2. Webサーバからデータベースへ．
クライアントからの要求を受けた Web サーバが，
受けとったフォームの内容を CGIや ASPに受け渡
す．CGIや ASPは受け取ったものを参考にして，
SQL文を作成し，データベースにアクセスする．

3.データベースからWebサーバへ．
データベースは受け取った SQL文を使って，検索
抽出などを行う．抽出されたデータは変数に代入さ

れ，CGIや ASPに返す．
4. Webサーバからクライアントへ．

CGIや ASPは，データベースから獲得した変数を
記述しておいた HTMLと組み合わせて，ブラウザ
に返す．そして，クライアントでは結果を表示でき

るようになる．
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4 Web Databaseの構成

4.1 クライアント

サーバからのサービスを受けるのがクライアントであ

る．コンピュータの相互接続（ネットワーク）により，

クライアントからサーバを利用することが可能である．

Web Databaseの場合，クライアント側にブラウザを用
意し，インターネットができる環境を整えれば，簡単に

Webサーバからの情報を得ることが可能である．

4.2 サーバ

サーバとは何らかのサービスをクライアントに提供す

るものであり，時には多大な作業を処理する場合がある．

そのため，クライアントよりも高速な処理機能を持った

コンピュータを割り当てる必要がある．サーバマシンの

OSには UNIXやWindowsNT Serverが挙げられるが，
安定している OSを導入することが必要である．また，
このサーバマシンがサーバとしての機能を果たすよう

にサーバアプリケーションソフトをインストールする必

要がある．ただし，サーバマシンのことを”サーバ”と

呼ぶこともあれば，サーバアプリケーションソフトを”

サーバ ”と呼ぶこともある．

サーバアプリケーションソフトの種類としては，IP
アドレスを利用者のわかりやすい名前に変換する DNS
サーバ，メールのやり取りを管理するメールサーバ，イ

ンターネット上にさまざまな情報をホームページとして

公開するWWWサーバ等がある．

• Webサーバ

本研究では，ホームページ上でのデータベースの

検索等が必要となるので，Webサーバを立ち上げ
る．Webサーバの例としてApache，IIS（ Internet
Information Server）を挙げる．ここでのサーバと
はサーバアプリケーションソフトのことを指す．

1. Apache
Apacheは UNIXに限らずWindowsNTやMacで
も利用できるWebサーバである．また，フリーソ
フトのためホームページからダウンロードして簡

単に手に入れることが出来る．現在では，最もポ

ピュラーなWebサーバでありインターネット上に
あるWebサイトの半数以上が Apacheを使ってい
る．Apacheはメモリ管理が充実しており，速さ，メ
モリ共に効率的に処理される．さらに，機能が豊富

であり，その機能は「モジュール」の追加によって

行われる.「モジュール」を追加，削除することで高
機能なWebサーバを構築することが可能となる．

2. IIS
IISは WindowsNT Serverに同梱されているパッ

ケージである．IISを使うことにより，信頼性の高
いWebアプリケーションをWindowsNT Server上
で展開することができる．さらに，インストールや

設定が容易であり，Microsoft社の製品であるOffice
や Back Officeとの連携が優れている．

4.3 DataBase

本研究で必要とされるのは，

1. インターネット上でデータベースの表示・検索がで
きること

2.データとして，文字・画像（動画）・音声等を含む
こと

3. 大規模なデータを扱えること
4. 第三者によるデータの書き換えを不可能とするよう
な高度なセキュリティ

等である．本研究で対象とする複合 (チタン)材料のデー
タベースにおいて，これらの条件を下にデータベースソ

フトを選択する．以下にそれぞれの OSで使用可能な
データベースソフトをあげる．

• WindowsNT

1. SQL Server
2. Oracle8 Workgroup Server for WindowsNT
3. Access
4.ファイルメーカー

SQL ServerとOracle8は技術者向けのデータベー
スソフトであり，それに対してファイルメーカー

と Accessは一般ユーザ向けのデータベースソフ
トである．しかし，ファイルメーカーと Accessに
対して SQL Serverと Oracle8は，大規模なデー
タベースの管理，高度なセキュリティと障害回復

機能などの利点を備えている．また，SQL Server
とWindwsNTは同じMicrosoft社の製品であるた
め，高度な連携を保持することができる．

• UNIX

1. Oracle8 workgroup Server for Linux
2. PostgreSQL

Oracle8は，前述のとおり高機能なデータベース
ソフトであるが，製品価格・サポート価格ともに

高価である．これに対し PostgreSQLはフリーソ
フトであり，ソースコードが入手できる．フリー

であるにも関わらず高速なデータベースソフトで

あり，世界中で使用されている．また WWWと
の連携が容易である．
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図 2: CGIを用いた接続方法

4.4 サーバとデータベースの接続方法

通常Webサーバでは静的な情報 (イメージやテキス
ト)をブラウザに送信する．しかし，本研究では静的な
情報だけではなく，動的な情報をブラウザに送ることを

必要とする．ここでの動的とは，ユーザからの要求に

従って表示内容やその応答を変えたりすることである．

つまり，材料における弾性率などのキーワードを入力し

て検索結果をブラウザに表示することである．これを実

現するための主な接続方法を以下に示す．

4.4.1 CGIを用いた接続

CGI(Common Gateway Interface)とは，外部のアプ
リケーションで生成した情報をWebサーバ経由でブラ
ウザに送るためのインターフェイスであり，最も一般的

なデータベースへの接続方法である．

CGIはWebサーバ上で動いており，図 2に示すよう
にホームページ上のフォームで入力された情報を受け取

り，データベースにアクセスする．この CGIは，特定
の言語だけではなくWebで標準入出力できる言語なら
ばどんな言語でも記述できる．主に Visual Basicや C，
Perlなどの言語が使用される．これらの言語がデータ
ベースにアクセスするために，ODBC(Open DataBase
Connectivity)を使用する．ODBCとは，異なるシステ
ム間の違いを隠し，データベースにアクセスするための

インターフェイスである．

4.4.2 ASPを用いた接続

ASP(Active Server Pages)とは，Microsoft社の提案
しているCGIの機能をもったシステムである．CGIと同
様， HTMLで入力された情報を受け取り，データベー
スにアクセスする．

図 3に示すように，ASPが J ScriptやVBScriptのよ
うなスクリプト言語で書かれている場合は，WSH(Windows
Scripting Host）というインターフェイスを通ることに
よってスクリプト言語が使える環境が作られる．もし，

ASPが Cや C++のようにスクリプト言語でない言語

図 3: ASPを用いた接続

で書かれていれば，WSHは不必要である．ODBC及び
OLE DBは, データベースに接続するためのインター
フェイスである．しかし , これらのドライバに備わって
いるプログラムインターフェイスではプログラムしに

くい．そのため,プログラムしやすいように用意された
のが DAO (Data Access Objects) 及び ADO（ActiveX
Data Objects）等のプログラムインターフェイスであ
る．また, OLE DBは ODBCと違って, データベース
だけでなく Excel,テキストデータにもアクセスできる．

5 構築したシステム

WindowsNTと UNIXでは，マルチユーザ・マルチタ
スク型，安定した動作をするという点から UNIXの方
が優れていると思われる．しかし，本研究では，デー

タベースシステムとして総合的に OSとデータベースを
比較して，今後どちらか一方に統一する予定である．そ

のため，現在WindowsNTと UNIXでそれぞれサーバ
を立ち上げて，実験的に動作の確認を行っている．

5.1 WindowsNT

図 4に示すように，クライアントからの要求を受け取
るWebサーバとして IISを採用している．その理由とし
て，WindowsNT Serverに同梱されていてWindowsNT
と連携性が優れていることがあげられる．データベース

ソフトは，セキュリティ性の高さ，大規模なデータを扱

えること，IISとの連携性の良さなどから SQLServerを
採用している．IISと SQLServerの接続には ASPを使
用し，ASPは VBScriptで書いた．VBScriptを使うた
めWSHを使用しスクリプトが使える環境にした．
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図 4: WindowsNTの場合

図 5: Linuxの場合

5.2 UNIX

図 5に示すように，UNIX系のOSの中でも Linuxを
使用している．Linuxはフリーで，ソースコードが手に
入るためシステムの改良が可能であり，サーバを構築す

るための様々なサービスが整っている．Linuxには，代表
的な Red Hat， Debian， Slackwareの 3つのパッケー
ジがあるが，現在 Red Hatを使用している．Red Hat
は，3つのパッケージの中でもっとも文献が多く，あら
かじめさまざまなサービスがサポートされていて使いや

すいという利点がある．またWebサーバとしてシェアが
高い，フリーである，機能的にも優れているという点で

Apacheを採用した．データベースソフトは，UNIX上
で使用できフリーでありながら高機能であるPostgrSQL
を採用した．この Apacheとデータベースとの接続は，
PHP3を用いて行う．PHP3とは，HTML中に直接記
述するスクリプト言語であり，PostgreSQLなどデータ
ベースに直接アクセスできる関数を持つ．また，Apache
にモジュールとして組み込むことができるため，高速に

動作でき，メモリなどのシステムリソースの負担も軽い．

6 進捗状況

現在このようなテーマを遂行するためにWindowsNT
と Linuxの二種類の方法でサーバを立ち上げている．そ
れぞれの OS上でWebサーバは動作しており，ホーム
ページを見ることができるようになっている．それぞれ

のアドレスはWindowsNT(http://192.168.14.61)，
Linux(http://192.168.14.60)である．WindowsNTでは
SQL Serverとの接続はできており，検索，表示するこ
とができるようになった．

また，データベースで検索した数値などをわかりやすく

示すため，グラフ表示を検討しており，そのための Java
によるグラフ表示の仕方を研究している．

7 目標

最終的な目標として，複合材料，チタン材料の両方の

データベースに対して以下の目標を考えている．

• 文字，数値，写真，音声，動画データの容易な検
索手段の開発．

• 大学，研究機関，企業などからのデータ収集におけ
るフォーマットの統一，収集されたデータのチェッ

ク，データの変換．

• 検索された数値を視覚的に理解しやすくするため
に，Javaを用いてクライアント側で３次元グラフ
化する．
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